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千葉商科大学学長 島田晴雄からみなさまへ「千葉商科大学ニュー

ズレター」は、教育・

研究、地域連携、国

際交流などさまざま

な側面で行われてい

る千葉商科大学の活

動、「実学教育」のさ

らなる充実をめざし

た戦略的な取り組み

などの最新情報を、

日ごろご支援いただ

いている皆様にお伝

えしています。

ニューズレターの全

文や記事の詳細は、

本学 Web サイトに掲

載されています。

http://www.cuc.ac.jp/

◆ご意見、ご要望を

お寄せください◆
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草花が萌える明るい3月になりました。皆様お元気にご活躍のこと

と思います。

昨年よりこのコラムでもご紹介いたしておりますが、千葉商科大学

は、新学期を期して学内の教育の質を一段と高めるために、若い先生

方を糾合して編成された「教育革新会議」が鋭意会議を重ね、学内の

他の教職員とのオープンフォーラムにおいても意見交換を重ね、改革

の取り組みを進めています。改革のなかで、

（1）一人ひとりの学生諸君に最も近い位置にいるゼミの担当教員が、

学生諸君の入学から就職に至るまで全過程を通じて勉強、生活態

度、就職準備などにわたって、これまで以上に注力をすること。

学長 島田晴雄
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本学は、（財）日本高等教育評価機構による

大学機関別認証評価で認定されました

（2）これまでキャリア教育センターで扱ってきたキャリアアップ科目については、各学部

の主要な科目として位置づけ、さらに内容を改善していくこと。

（3）意欲の高い学生諸君が存分に自分の問題意識を追求し、勉強のしがいがあるように

様々なプロジェクトを戦略的に開発し提供していくこと。

（4）様々な理由で大学に失望し、また脱落しそうな学生諸君が大学に新たな価値を見いだ

して勉学を続けられるよう特別なケアを行うこと。

などを具体的な活動計画として新学期から実施していこうと考えております。

商経学部は、鈴木春二教授が学部長となり、全員心も新たに取り組みを強化する準備を

進めています。政策情報学部は、今年10周年を迎えますが、宮崎緑学部長のリーダーシッ

プのもとで教育内容のさらなる進化を追求していきます。サービス創造学部は、2年目を

迎えますが、定員をはるかに上回る入学生を確保し、ますます多様なプロジェクトの展開

を進めています。

本学は新年度に向け、新たな組織体制で、大学の直面する問題に真正面から取り組みま

す。皆様、どうぞご期待ください。

会計ファイナンス研究科でIFRS導入に対応した
人材育成についてセミナーを開催

　日々の経済紙で必ずと言ってよいほどに

取り上げられている国際財務報告基準

(IFRS)は原則主義に基づいており、規則に従

うことが第一に求められる日本やアメリカの

細則主義の会計原則とは大きく異なってい

ます。ヨーロッパに続き、高い経済成長で注

目を集めるBRICsと呼ばれる国々でもIFRS
の導入が予定されており、国内貯蓄が今後減

少していく日本でも海外の資金を取り入れ

るためには、その導入が大企業のみならず、

10年先を見据えれば中堅企業やベンチャー

企業にも必要不可欠になると考えられます。

　このような背景のもと、2月19日（金）、本学会

計専門職大学院

会計ファイナン

ス研究科では、

国際会計教育学

会会長のドナ・ 
ストリート教授

（オハイオ州立大学デイトン校）、会計大学院

コアカリキュラム検討委員会委員長(東北大

学会計大学院)の高田敏文教授のお二人を

レクチャラーとしてお招きし、IFRS導入に対

応した人材育成について、ディスカッション

形式（英語）による「Faculty Developmentセ
ミナー」（会計大学院協会共催）を開催しまし

た。「いわばポンド・ヤードあるいは尺貫法

からキロ・メートル法に変わるようなもの。

これらを習得する教育体系の構築は急務」と

島田晴雄学長。「コンセプトと現実の細則の

相違を生徒自身が見出す力を付けさせるべ

き」とストリート教授。会計ファイナンス研究

科では、既にIFRS導入カリキュラムを開設

していますが、今回のFD活動や検討中のコ

アカリキュラムを元にさらに深化させる予

定です。監査法人のみならず、企業が求める

IFRS対応の即戦力となる人材を会計ファイ

ナンス研究科は輩出します。
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感謝状は、学部がその初年度、2001 年 3 月に開催した地

域の産官学民による「中心市街地活性化フォーラム（い

ちかわユニバーシティ・フォーラム）」をきっかけに生ま

れた市民団体が、学部との連携・協力により発展したこ

とに対する謝意となっています。この祝賀会には、市川

市長をはじめとする行政関係者、商工会議所、商店会、

企業関係者、教育関係者など地域の産官学民120名余りが

一堂に会し、瀧上信光政策情報学部長（写真左から 3 番目）

から謝辞と、これまでの大学の地域連携への取組、そし

て新年度から本学に開設される「地域連携・ネットワー

クセンター」の紹介が行われました。

　2 月16 日（火）、市川市内で開催された「元気！市川会・

リバリューション市川合同祝賀会」において、2010 年度

に創設 10 周年を迎える政策情報学部に対し、「街づくり

貢献」で感謝状が贈られました。政策情報学部は、複雑

化する現代社会のさまざまな分

野で求められる問題解決能力を

持った人材の育成を目的とし、

学部創設当時から地域社会のな

かでの実践的な教育を行ってお

り、地域社会との連携や地域貢

献を重視してきました。今回の

政策情報学部が「街づくり貢献」で地域団体から感謝状

◆政策情報学部創設10周年記念式典

平成22年5月14日（金）15:00～16:00（受付14:00） 
702教室（7号館地下1階）

◆政策情報学部創設10周年記念著書

『大学維新への挑戦～千葉商科大学政策情報学部 10年目

の報告』（中央公論新社）定価：1,575 円（税込）                                            

政策情報学部創設１０周年へ向けて

日時：

場所：

お知らせ

　春のオープンキャンパス　3月 28 日（日）13:00～ 16:00　【プログラム】島田学長からのメッセージ／学部・学科説
明／キャンパスツアー／平成 23 年度入試概要／体験授業／学生座談会／個別相談　など　※事前申込不要。詳細は
Web サイトまたは入試広報課 TEL：047-372-4111（代）まで。

　CUCキャンパスの桜情報　例年、本学では 4月初旬からキャンパス内の桜が開花します。テニスコート横や1号館横の
桜並木のほか、4月中旬には「御衣黄」という、花びらが緑色の桜が開花し、毎年多くの方に楽しんでいただいております。
桜の開花状況は、本学Webサイトでお知らせいたしますので、ぜひ桜の花巡りに足をお運びください。

平成22年度 入学式 のご案内平成21年度 学位記授与式 のご案内

・式典では、学内外で活躍をした学生の表彰も
行います。

・学位記授与式終了後、体育館正面玄関前にて、
ささやかな「激励会」を開催いたしますので、
お集まりください。

・式典では、学内外で活躍をした学生の表彰も
行います。

日時：
式場：

平成22年3月21日（日）　午後1時より
千葉商科大学　体育館アリーナ

日時：
式場：

平成22年4月3日（土）　午後1時より
千葉商科大学　体育館アリーナ

日時：
式場：

平成22年3月21日（日）　午前10時半より
本館7階 大会議室

学部

大学院

学部

日時：
式場：

平成22年4月3日（土）　午前10時半より
本館7階 大会議室

大学院

千葉商科大学では、学生の運営により、式典の様子を
生中継でインターネットへ配信しています。
本学Webサイトよりご覧ください。

◆ご家族の皆様、おめでとうございます。どうぞ式典にご臨席ください。

中継

学部生を熱く応援!!「熱血講座」　～先生は熱血同窓生～
同窓会支部の方々を本学にお招きし、懇親会を開催しまし

た。原田理事長、島田学長から今年度お力添えをいただい

たことに対しての御礼が述べられると、ミニストップ株式

会社代表取締役社長の阿部信行氏（1982年3月経営学科卒）

をはじめとする講師の方々からは

「母校をこれからも支えていきた

い」という心強いお言葉を頂戴す

るなど、とても有意義な会合とな

りました。

　本学で行われている「熱血講座」は、本学卒業後に産業

界をはじめ各界で活躍している同窓生、さらに本学に強い

関心を持ち応援してくださる方々をゲストスピーカーにお

迎えし、仕事から人生までの幅広いテーマについて熱く

語っていただく3 学部の共通科目です。回を重ねる毎に、

ゲストスピーカーの方々の熱いお話が学生間で評判とな

り、履修学生も増加。同窓生と現役商大生を繋ぐ重要な科

目となっています。3月3日（水）には、今年度の熱血講座に

ご登壇いただいた講師の方々及び講師をご紹介いただいた

を考案した、大滝 潤さん（新

潟商業高校）が選ばれまし

た。大滝さんは、「カーナビ

ゲーションの音声案内は、目

の不自由な方に役立つので

は」と、今回のアイディアに

至ったとのこと。各受賞者と

応募されたアイディアは、サービス創造学部 Web ページの

「サがつくブログ。」よりご覧いただけます。

【URL】http://mit.prof.cuc.ac.jp/fsiblog/?page_id=3342

　2 月 26 日（金）、本学サービス創造学部による「サービ

ス創造大賞 2009」の授賞式が開催されました。「サービス

創造大賞」は、サービス創造の重要性を広く社会に認識し

てもらうことを目的に昨年度より実施しています。今年度

も全国の高校生や一般の方、本学の学生から「あったらい

いな、こんなサービス」を課題としたアイディアを募集。

全国から 987 件もの応募がありました。審査は、サービス

創造学部を支援し、サービスの様々な分野で日本を代表す

る「公式サポーター企業」42 社と学部教職員によって厳

正に行われ、結果、大賞には「目の不自由な人用音声ナビ」

「サービス創造大賞2009」 授賞式開催「あったらいいな、こんなサービス」 サービス創造学部


